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１．はじめに 

  令和元年６月に「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確法）が 

一部改正され、第７条（発注者の責務）において、「発注者は、基本理念に 

則り、現在及び将来の公共工事の品質が確保されるよう、公共工事の品質確 

保の担い手の中長期的な育成及び確保に配慮しつつ、仕様書及び設計書の作 

成、予定価格の作成、入札及び契約の方法の選択、契約相手方の決定、適正 

な利潤の確保、計画的な発注と適切な工期設定、設計図書に適切な施工条件 

の明示、設計図書に示された設計条件の変更等を適切に実施すること。」等 

が明記されている。 

条件明示の不明瞭により円滑な施工又は設計変更が図られないケースが見 

受けられる。条件明示の徹底を図ることは、発注者と受注者の双方にとって 

不可欠で急務な課題であることから、今回「設計業務等に係る条件明示の手 

引き」を作成した。 

また、この手引きは条件明示（記載例）や項目別チェックリストを集約的 

に掲載したものであり、発注者はもとより受注者においても積極的に活用さ 

れ、適正で円滑な施工に寄与されることが期待される。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 



2 

 

２．「手引き」の活用 

発注者側 

 ① 発注時の設計図書に明示する条件等の確認資料として活用できる。 

 ② 積算や設計図書作成に先立ち、予め業務の目的・範囲、業務個所の環 

境、土地利用等の制約、当該道路の各種条件等の確認する際の手引とし 

て活用できる。   

 ③ 積算担当者の現場確認も含め、事前調査・関係部署確認の効率化を図 

ることができる。 

 ④ 業務等の経験に関わらず、統一的な条件明示を図ることができる。 

 ⑤ 特記仕様書の作成に当たっては、別途、「特記仕様書の作成例 

（案）」の中から、必要な項目の選択の一助となる。 

  ⑥ 積算者と監督職員が異なる場合の情報共有を図り、業務等遂行時の各 

   種調整や協議の際、内訳データとして活用し円滑化に寄与する。 

 

受注者側 

① 業務等の提案書作成時や見積書作成時の条件等内容確認資料として活 

用できる。 

② 業務等遂行時において設計条件、設計協議等の各種変更や新たな課題 

が生じた場合における円滑な設計変更に活用できる。 

③ 業務等の目的・範囲や業務個所の環境、土地利用等の制約、ならび 

に、設計条件等の確認時の手引きとして位置付けることにより、提案書 

作成時、見積書作成時のチェックリストや整理フォーマット（様式）と 

して活用できる。 

④ 業務等の経験が少ない場合には、参考資料として活用できる。 
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３．「手引き」活用時の留意事項 

  ① 本手引きは、積算や各種設計図書作成時の参考資料として活用するも 

のであり、業務等契約上の拘束力を生じるものではない。 

② 本手引きは、適正な業務等発注時や変更協議のため、設計図書作成時 

において条件明示の記載漏れがないかを確認するためのものである。 

③ 本手引きは、既存の資料等をもとにして作成しており、すべての設計 

条件等を網羅したものではない。設計業務等に係る条件明示の手引きに 

当てはまらない場合には、必要に応じて適宜、明示事項を追加する。 

④ 明示されない設計条件や明示事項が不明確な設計条件等がある場合に 

ついては、従来どおり契約書の関連する条項に基づき、受発注者間協議 

により適切に対応する必要がある。 
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４．条件の明示（記載例） 

履 行 条 件 の 明 示 

 

工事名：〇〇〇〇年度市道〇〇号線道路改良測量設計業務委託 

工事箇所：牛久市〇〇町地内 

明示項目 明示事項 

業務の目的 1. 地域住民の生活道路であり、車道の拡幅及び通学路により

多くの利用があるため歩道整備を行なう。 

進捗管理 1. ワンデーレスポンス、業務スケジュール管理表、ウィーク

リースタンスの実施に努め、監督職員と密に調整を行なう

こと。 

2. 計画・実施工程表により工程管理を行い、月末毎に履行報

告書を提出すること。 

基本設計条件 1. 交通量区分：N6 

2. 設計CBR：6.0％ 

3. 車線数：片側 2車線 

特殊な条件 特になし 

現地踏査 1. 行政区に回覧を配布後、実施すること。（回覧予定：〇年

〇月〇日頃） 

関連業務 特になし。 

関係機関協議 1. 既存道路に水道が埋設してあり、管理者の茨城県県南水道

企業団と打合せを実施すること。（監督職員も同席する） 

打合せ回数 1. 初回 1回、中間 1回、納品前 1 回の計 3回とする。（具体

的な時期を工程表に明記すること。） 

貸与資料 1. 既存〇〇号線道路改良測量設計業務委託成果物 

積算条件 1. 原則、標準歩掛とする。 

2. 標準歩掛以外は、見積採用とする。（茨城県に準拠するこ

と。） 

その他 1. 疑義のある場合には、監督職員と協議すること。 
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５．条件明示の項目別チェックリスト（参考） 

 

 

履行条件明示チェックリスト 

 

 

 

工事名：〇〇年度市道〇〇号線道路改良 

測量設計業務委託 

 

 

 

 

作成日：〇〇年〇月〇日 

 

 

 

受注者： 〇 〇 コンサルタント (株) 
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９．その他 

 仕様書等への記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第○条 条件明示チェックシートの活用 

設計条件、環境、制約等を調査・確認事項等が条件の明示に掲げられ、

現地と差異等がないか確認する。なお、確認方法の１つとして、履行条件

明示チェックリストを積極的に活用し、書面にて監督職員に提出（協議）

すること。 
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